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番号 No.3 No.18 No.8 No.10 No.17 No.7 No.19 No.12 No.13 No.20 No.11
地点名 高浜第三公園 香澄公園 香澄 舞浜駅前 香澄小学校 谷津 北公園 十間川沿い 佐原口空地 新島中学校 布佐東

GL
埋土 0.00
（盛土・浚渫土） 1.00 1.30 1.76

2.00 2.50 2.45
3.00 3.15 3.85

沖積層 4.00
5.00 5.93 6.00 5.72 5.20 5.78
6.00
7.00

洪積層 8.00 8.60
9.00

10.00
11.00 11.47 11.70
12.00 12.55
13.00 14.00
14.00
15.00 15.60
15.90
16.00
17.00 17.78
18.00
19.00
20.00
21.00
22.00
23.00
24.00
25.00
26.00
27.00
28.00
29.00
30.00

59.90

 
 

図-3.3.1.2 ボーリング試料のコア観察による簡易柱状図（No.3 から No.11） 

精査中 
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3.4 PL 値分布図 
 

本節では，得られたボーリング・コア資料より，液状化指標である FL 値，及び，PL 値を算出す

る． 

FL，及び PL 値は， 

・道路橋示方書 1)
 

・安田他 2)
 

・建築基礎構造設計指針 3)
 

の手法を用いる． 

 道路橋示方書による PL 値の概要を図-3.4.1に示す． 

 

 

：液状化危険度は極めて低い。液状化に関する詳細な調査は一般

に不要。 

 ：液状化危険度は低い。特に重要な構造物に対して、より詳細な

調査が必要 

：液状化危険度がやや高い。重要な構造物に対してより詳細な調

査が必要。液状化対策が一般に必要。 

：液状化危険度が高い。液状化に関する詳細な調査と液状化対策

は不可避。 

 
図-3.4.1 PL法の概要（岩崎他(1980)に加筆） 
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岩崎他 4)では，PL 値と液状化危険度被害の判定区分を表-3.4.1のように定義している．  

本資料では，岩崎他 4)の液状化危険度を，液状化しやすさと呼ぶことにする． 

 

 

表 5.3-1  PL 値による液状化危険度判定区分 (岩崎他(1980)に加筆) 

 PL=0 0＜PL≦5 5＜PL≦15 PL＞15

PL値による
液状化危険度判定

液状化危険度は極めて
低い。液状化に関する
詳細な調査は不要

液状化危険度は低い。
特に重要な構造物に対
して、より詳細な調査が
必要

液状化危険度がやや高
い。重要な構造物に対
してはより詳細な調査
が必要。液状化対策が
一般には必要

液状化危険度が高い。
液状化に関する詳細な
調査と液状化対策は不
可避

 
 

 

 

FL 値と PL 値は，浦安市 5)の事例を参考に，地表面設計加速度αmax を 160gal，マグニチュード M

を 9.0 とし，地下水位は調査時の孔内水位とした． 

  図-3.4.1から図-3.4.5に千葉市，習志野市，浦安市，香取市，我孫子市の PL 値分布を示す．  

なお，千葉市美浜区内における液状化被害の大小は，千葉大学大学院・中井教授らによる噴砂の調

査（図-3.5.6），その他の地点は，千葉県環境研究センターによる調査を参考にしている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1) 道路橋示方書・同解説 V 耐震設計編：日本道路協会，2002. 

2) 安田他：液状化のハザードマップにおける作成方法の現状と今後のあり方，土木学会論文集 A1，

Vol.65，No.1，地震工学論文集第 30 巻，pp.188-194，2009. 

3) 建築基礎構造設計指針：日本建築学会，2001. 

4) 岩崎他：地震時地盤液状化の程度の予測について，土と基礎，Vol.28，No.4，pp23-29，1980. 

5) 浦安市液状化対策技術検討調査委員会 第 3 回資料 3-3-1，2011. 

 

 



 

 30 

No.14 千葉

市 幕張西5

丁目第二

公園

（噴砂小）

No.15 千葉

市 幕張海

浜公園

（噴砂大）

No.9 千葉

市 打瀬第

五公園

（噴砂無）

No.16 千葉

市 花見川

緑地

（噴砂大）

No.6 千葉

市 真砂第

一中学校

（噴砂無）

No.1 千葉

市 中磯部3

丁目多目

的広場

（噴砂無）

No.2 千葉

市 中磯部

第一公園

（噴砂大）

No.3 千葉

市 高浜第

三公園

（噴砂小）

No.5千葉

市 千葉県

環境研

（噴砂大）

No.4千葉

市 袖ヶ浦

第四緑地

（噴砂大）

道路橋PL 13.81 8.04 2.68 5.43 1.75 1.56 13.61 0.25 6.44 3.10

安田他PL 1.87 4.91 2.01 2.05 0.00 0.29 1.82 0.00 0.68 0.03

建築基礎PL 6.50 5.66 6.31 3.77 1.65 1.70 7.19 0.00 4.14 1.63

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00
P

L値
北西← 千葉市美浜区 →南東

 
図-3.4.1 千葉市美浜区のボーリング地点（北西－南東）における，道路橋，安田他， 

建築基礎による PL 値 

 

No.7 習志野市 谷津

（被害無）

No.18 習志野市 香澄公園

（液状化地域）

No.17 習志野市 香澄小学校

（再液状化）

No.8 習志野市 香澄

（被害大）

道路橋PL 5.95 2.07 12.42 3.54

安田他PL 0.00 0.22 0.85 0.00

建築基礎PL 2.66 2.31 15.58 1.47

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

P
L値

北西← 習志野市 →南東

 
図-3.4.2 習志野市のボーリング地点（北西－南東）おける道路橋，安田他，建築基礎による PL 値 

 

5.00 

 

5.00 

15.00 

15.00 
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No.20 香取市 佐原口新島中

学校 （杭頭破損）

No.12 香取市 十間川沿い

（被害大）

No.13 香取市 佐原口空地

（被害大）

No.19 香取市 北3丁目公園

（被害無）

道路橋PL 12.00 11.04 14.06 3.46

安田他PL 2.56 0.12 0.69 0.00

建築基礎PL 8.23 6.15 7.10 2.70

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

P
L値

南西← 香取市 →北東

 
図-3.4.3 香取市のボーリング地点（南西－北東）における道路橋，安田他，建築基礎による PL 値 

 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

P
L値

No.10 浦安市 舞浜駅前

（被害大）

道路橋PL

安田他PL

建築基礎PL

0.00

3.20

5.18

 
図-3.4.4 浦安市舞浜駅前のボーリング地点（南西－北東）における道路橋，安田他，建築基礎によ

る PL 値 

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

16.00

P
L値

No.11 我孫子市 布佐東

（被害中）

道路橋PL

安田他PL

建築基礎PL

10.90

4.68

0.11

 
 

図-3.4.5 我孫子市のボーリング地点における，道路橋，安田他，建築基礎による PL 値 

5.00 

15.00 

5.00 

15.00 

5.00 

15.00 
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図-3.5.6 千葉大学・中井教授らの調査による美浜区の液状化被害（噴砂）の分布 
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3.5 沖積砂質土の細粒分含有率 FCと N値の相関 

 
平成 19 年度地震被害想定では，図-3.5.1 に示す地点で粒度試験を実施している．その結果，図

-3.5.2に示す千葉県内の沖積砂質土の細粒分含有率 FC と N 値の相関図が得られている． 

図-3.5.3に，本調査で得られた試料のうち，沖積砂質土の細粒分含有率 FC と N 値，亀井他 
5)による経験式を比較して示す． 

 

 

 
 

図-3.5.1 平成 19 年度地震被害想定における粒度試験の調査地点
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 千葉県内収集データ（沖積層砂質土）

0

20

40

60

80

100

0 10 20 30 40 50

N値(回)

細
粒

分
含

有
率

 F
c(

%)

収集データ

亀井ら（2002）

設定値

 
図-3.5.2 平成 19 年度地震被害想定の N 値と細粒分含有率(Fc(%))との関係 

 

      

0

20

40

60

80

100

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

Fc
 (

%
)

N値

亀井他(2002)

沖積砂質土

 
図-3.5.3 本調査 No.1～20 の沖積砂質土の N 値と細粒土含有率 Fc(%)との関係 

 
 

 

 

 

5)亀井他：東京低地における沖積砂質土の粒度特性と細粒分が液状化強度に及ぼす影響，地盤工学会

論文報告集，Vol.42，No.4，pp110-110，2002. 
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4. データ収集状況について 

4.1 ボーリングデータ収集状況 

平成 19 年度地震被害想定で作成した浅部地盤モデルの修正を行うことを目的として、ボーリング

データの収集を行っている。 

 平成 19 年度に収集し、デジタル化を行ったボーリングデータの本数は、27,850 本である。これに

対して、新規に収集したボーリングデータの本数は、現時点で 34,183 本である。収集状況を表 4.1-1

に示す。 

 既存ボーリングデータの分布を図 4.1-1(1)に、新規ボーリングデータのうち、デジタルデータで提

供されたデータ（環境研究センター、国土交通省関東地方整備局、松戸市）及び現在までにデジタル

化済みのデータ（合計 32,383 本）の分布を図 4.1-1(2)に、両者を併せて図 4.1-1(3)に示す。既存分と

新規分（環境研究センター）を単純に合わせると約 6 万 2 千本となるが、両者には重複しているデー

タも含まれているものと考えられるため、最終的にチェックを行う予定である。 

 参考までに、250m メッシュ内のボーリングデータの本数を図 4.1-2(1)～(3)に示す。また、現地調

査対象地域の拡大図を図 4.1-3(1)～(5)に示す。 

 

表 4.1-1 新規収集ボーリングデータ一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

（一部重複データを含む） 

 

 ※環境研究センター及び市町村の一部は、デジタルデータでの提供。それ以外については、紙資料

での提供。 

 

 

 

提供機関 本数
環境研究センター 26,953
国土交通省関東地方整備局 2,036
消防課 30
企業庁(浦安市) 313
企業庁（千葉建設事務所） 19
市町村 1,738
市町村（松戸市CD） 2,447
特定事業所 627
新規調査分 20
合計 34,183
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図 4.1-1(1) ボーリングデータ分布図（前回調査収集分 27,850 本） 
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図 4.1-1(2) ボーリングデータ分布図（新規収集分・32,383 本） 
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図 4.1-1(3) ボーリングデータ分布図（前回＋新規収集分） 
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図 4.1-2(1) 250m メッシュ内のボーリングデータ本数（前回調査収集分 27,850 本） 
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図 4.1-2(2) 250m メッシュ内のボーリングデータ本数（新規収集分・32,383 本） 
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図 4.1-2(3) 250m メッシュ内のボーリングデータ本数（前回＋新規収集分） 

 



 

 42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1-3(1) ボーリングデータの分布（千葉市美浜区） 

（上:既存分・下：既存分＋新規収集分） 

既存分 

既存＋新規分 
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図 4.1-3(2) ボーリングデータの分布（前回＋新規収集分・千葉市美浜区：拡大図） 

（上:既存分・下：既存分＋新規収集分） 

既存分 

 

既存＋新規分 
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図 4.1-3(3) ボーリングデータの分布（前回＋新規収集分・習志野市） 

（上:既存分・下：既存分＋新規収集分） 

既存分 

 

既存＋新規分 
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図 4.1-3(4) ボーリングデータの分布（前回＋新規収集分・浦安市） 

（上:既存分・下：既存分＋新規収集分）

既存分 

 

既存＋新規分 
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図 4.1-3(5) ボーリングデータの分布（前回＋新規収集分・我孫子市） 

（上:既存分・下：既存分＋新規収集分）

既存分 

 

既存＋新規分 
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図 4.1-3(6) ボーリングデータの分布（前回＋新規収集分・香取市） 

（上:既存分・下：既存分＋新規収集分） 

既存分 

 

既存＋新規分 
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4.2 地震波形収集状況及び地表最大加速度分布 

   本調査で収集した地震波形は，KKnet，K-NET，KiK-net，東京ガス（SUPREME），及び，千葉大

学・中井教授提供による記録である．図-4.2.1に，2011 年 3 月 11 日本震の最大加速度分布(PGA 分

布)を，図-4.2.2に千葉県北西部の拡大図を示す． 

 

 
図-4.2.1 千葉県における KiK-net，K-NET， KKnet，気象庁，東京ガス(SUPREME)， 

及び，千葉大学・中井教授提供による 3.11 本震の最大加速度(PGA)分布 
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図-4.2.2 千葉県北西部における KiK-net，K-NET， KKnet，気象庁，東京ガス(SUPREME)， 

及び，千葉大学・中井教授提供による 3.11 本震の最大加速度(PGA)分布 
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5. 液状化しやすさマップ作成のための基礎資料 

5.1 埋立履歴図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1-1 既存資料による埋立地の範囲 
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図 5.1-2 既存資料から読み取った埋立地の竣工認可年代 
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5.2 盛土／切土分布図 

 

 

図 5.2-1 造成地で盛土可能性のある地点分布図 

（赤：造成地盛土可能性のある地域、橙：水田などの埋立盛土） 
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5.3 土地条件図及び地形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.3-1(1) 数値地図 25000（土地条件・拡大図） 
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図 5.3-1(2) 数値地図 25000（土地条件・凡例） 
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図 5.3-2 地形図（出典：数値地図 25000） 
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5.4 基礎資料の重ね合わせと評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.4-1(1) 基礎資料の重ね合わせ図 

 

 


